
公 第 67号
経 第 41号
6年 8月 15日

総務省自治行政局長

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の運用について (通知)

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律 (平成 26年法律第34号。
以下「改正法」という。)の公布については、平成26年 5月 14日付け総行公第42号総
務大臣通知によりお知らせしたところですが、改正法の運用に当たり、同通知により通知し

た事項のほか、下記事項に留意の上、その施行に遺漏のないよう格別の配慮を願います。

各都道府県知事におかれては、貴都道府県内の市区町村等に対してもこの旨周知いただき

ますようお願いいたします。なお、地域の元気創造プラットフォームにおける調査。照会シ

ステムを通じて、各市町村に対して、本通知についての情報提供を行つていることを申し添

えます。

本通知は、地方公務員法第59条 (技術的助言)及び地方自治法第245条の4(技術的
な助言)に基づくものです。

I 地方公務員法の一

第 1 能力及び実績に基づく人事管理

1 人事評価制度に関する規程等の整備
各地方公共団体の任命権者においては、改正法の趣旨を踏まえ、以下の点に留意しつ

つ、評価の基準及び方法などの人事評価制度に関する規程等の整備を行うことが適当で

あること。既に現行の勤務評定の運用として人事評価を実施している団体においても、

改正法及び本通知に照らして必要な場合には、所要の充実や改善を行うこと。
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① 人事評価制度に関する規程等においては、国の人事評価制度などを参考に、評価
基準等の明示、自己申告、面談、評価結果の開示、苦情対応、評価者訓練などにつ
いて、必要な規定等を設けておくことが適当であること。
② 規程等の整備に当たっては、職員への十分な周知と理解を踏まえながら進めてい
くことが重要であること。また、規程等を制定又は変更した場合には、職員への周
知に努めること。

③ 人事評価制度を円滑に導入するためには、簡易かつ実効性の高い制度を構築する
ことが必要であること。また、試行や実際の運用を通じ、必要に応じて改善してい
くことが重要であること。

2 人事評価の定義、評価手法 (第 6条関係)
(1)能力評価と業績評価
人事評価は、職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力を把握した上で行わ
れる勤務成績の評価である「能力評価」と、職員がその職務を遂行するに当たり挙げ
た業績を把握した上で行われる勤務成績の評価である「業績評価」の両面から行うも
のとされており、以下の点に留意して行われるべきものであること。
① 能力評価は、潜在的能力や業務に関係のない能力、人格等を評価するものではな
く、当該能力評価に係る評価期間において職員が職務を遂行する中で、標準職務遂
行能力の類型として、各任命権者が定める項目ごとに、当該職員が発揮した能力の

程度を評価するものであること。

② 能力評価の評価項目等を定めるに当たつては、評価対象となる職員について、任
命権者が定める標準職務遂行能力を有するかどうかを判断できる評価項目等とす
るとともに、その評価に資するよう、具体的な行動類型を着眼点として設けるなど
の取組が適当であること。

③ 業績評価は、公務能率の向上や評価結果の客観性、納得性を確保するとともに、
評価結果を人材育成に活用する観

`点
から、評価者と被評価者とであらかじめ目標を

設定した上でその達成度を評価する目標管理に基づくことが適当であること。その

上で、必要に応じて設定目標以外のその他の業務実績も併せて評価できることとす
ることが望ましいこと。なお、目標設定においては、業務の実態に応じ、必ずしも

数値目標のみならず、定性的な目標や効率化、業務改善などに着日した目標を設定

するなどの必要な工夫を行うこと。

(2)評価手法
評価手法には、評価の分布制限を設けず、評価基準の達成度を客観的に評価する絶

対評価と、あらかじめ評価の分布率を定め、分布率に沿つて相対的に評価する相対評

価があるが、国においては、「能力評価」「業績評価」とも、他の職員との比較ではな

く、評価項目や設定された目標に照らして、職員一人ひとりの職務遂行能力や勤務実

績をできる限り客観的に把握し、適切に評価する趣旨から、絶対評価による評価を行



つているところ。各地方公共団体においては、それぞれの地方公共団体の実情に応 じ
た評価手法により評価を実施すること。

なお、絶対評価の手法で評価を実施する場合であっても、評価結果の任用や給与ヘ

の反映に当たっては、職や昇給・勤勉手当の成績率の制約上、評価結果を基にした部
局相互間の調整や優先度の判断は必要となるものであること。

3 標準職務遂行能力 (第 15条の 2関係 )
標準職務遂行能力については、業務の特性等を踏まえて、適切に定めるべきこと。そ
の際、国の取扱い (「標準的な官職を定める政令」 (平成 21年政令第 30号)及び「標
準職務遂行能力について」(平成 21年 3月 6日 内閣総理大臣決定))を踏まえ、一般行
政職に属する職員についての標準職務遂行能力の例を示せば、別紙 1の とおりであるこ
と。

また、標準職務遂行能力及び標準的な職を定める際の地方公共団体の長への協議は、

任命権者間における人事管理の均衡を図る観点から行われるものであること。

4 人事評価の実施等 (第 23条第 1項、第 23条の 2第 1項及び第 2項関係)
(1)評価対象者
評価の対象は、地方公務員法 (昭和 25年法律第 261号。以下「地公法」という。)
上のすべての職員であり、任命権者は、職員の執務について、定期的に人事評価を行

わなければならないものとされていること。

(2)評価者
評価の実施に当たっては、評価の客観性を確保するため、一次評価者、二次評価者

等の重層的な評価体制を設けることが適当であること。また、評価者の設定において

は、所属長 (課室長)等を基本としつつ、組織規模や業務の実態などの実情に応 じ、
評価を補助する者を置くなどの方法を工夫することが望ましいこと。

(3)評価期間
国の能力評価については、当該職位に求められる職務行動が安定的にとられている

かどうかを評価するための観察期間や任用・昇給への活用を念頭に年 1回 (10月 か
ら翌年 9月 )、 業績評価については、勤勉手当への活用を念頭に年 2回 (10月 から
翌年 3月 、4月 から9月 )と しているところ。各地方公共団体においては、このよう

な国の取扱いを参考にしつつ、各団体の実情に応じて評価期間を設定すること。

(4)自 己申告、面談等
人事評価に当たつては、人事評価制度の納得性を確保するため、被評価者自らの認

識その他評価者による評価の参考となるべき事項について自己申告を行わせ、また、

業績評価の目標内容の明確化や認識の共有を行うための期首面談や、原則として評価



結果を開示して、被評価者に対して指導・助言を行 うための期末面談などを行うこと
が適当であること。特に、評価結果が下位区分に該当する場合には、人材育成の観点
からも、面談により改善に向けた助言・指導をすることが重要であることに留意する
こと。

(5)評価者訓練
人事評価制度の円滑かつ適切な運用のため、評価者が人事評価制度の意義や評価方

法、評価の実例等についての評価者訓練等の受講経験を得られるよう努めること。

(6)苦情相談・苦情処理
ア 人事評価制度の公正性・透明性の確保と制度の信頼性を高めるため、国において
は、人事評価に関する苦情を幅広く受け付ける「苦情相談」と、苦情相談で解決さ

れなかった苦情等を受け付ける「苦情処理」の仕組みが設けられ、苦情相談に当た

つては、簡便な手続きとなるよう配慮するとともに、苦情処理に当たっては、本人

の書面による申出に基づき、あらためて評価結果の当否等を点検、調査、審査する

こととされているところ。各地方公共団体においても、これを参考に、各団体の規

模等に応 じて必要な仕組みを設けること。なお、苦情相談、苦情処理を申し出たこ

と等に起因して、申出者が不利益な取扱いを被ることのないよう人事評価制度に関

する規程等において明確にしておくことが適当であること。

イ 苦情相談及び苦情処理は任命権者の立場から行 うものであり、第二者機関である
人事委員会又は公平委員会における苦情処理 (地公法第 8条第 1項第 11号、同条
第 2項第 3号)と は別途のものであること。

5 人事評価の結果の活用 (第 23条第 2項、第 23条の 3及び第 28条関係)
(1)任用
能力及び実績に基づく人事管理を徹底する観点から、人事評価を任用その他の人事

管理の基礎として活用することが法律上明記されたことを踏まえ、職員の昇任をはじ

めとする任用の際の能力実証の手段として、人事評価を積極的に活用することが必要

であること。なお、国においては、人事院規則 8-12(職 員の任免)により、能力
評価・業績評価の結果を任用に活用しているところであること。

(2)給与
昇給制度、勤勉手当の適正な運用の観点から、以下の点に留意して、人事評価の結

果を給与に反映することが必要であること。

① 国においては、昇給について、過去 1年間の能力評価・業績評価の結果に基づき、
「勤務成績が極めて良好である職員」から「勤務成績が良好でない職員」まで、原

則として 5段階の区分で昇給を行つているところ。地方公共団体においても、国の

取組を参考に、評価結果を反映した昇給の運用を図ること。



② 国においては、勤勉手当の支給総額の上限の算定に扶養手当を算入するとともに、
標準の支給率を一律抑えた上で、勤勉手当の上位の成績率の支給原資として、直近
の業績評価の結果に基づき、成績区分・成績率に応じた勤勉手当を支給していると
ころ。地方公共団体においても、国の取組を参考に、評価結果に応じた勤勉手当の

運用を図ること。また、勤勉手当において、扶養手当の支給基礎額への算入や成績
率を反映させない一律の支給などの不適正な運用がある場合には、速やかに是正を

図ること。

(3)免職 。降任
今般人事評価制度を導入することと併せ、地公法第 28条において、「勤務実績が
良くない場合」の判断について「人事評価及び勤務の状況を示す事実」に照らして行

うことを明確にし、国家公務員法 (昭和 22年法律第 120号。以下「国公法」とい
う。)と 同様に、要件の一層の明確化を図ることとしたこと。その際、「勤務の状況を
示す事実」としては、出勤状況を示す出勤簿、勤務状況に関する現認書等が考えられ

るところであること。

また、国においては、平成 19年の国公法等の一部改正に伴う人事院規則 11-4
(職員の身分保障)の改正及び人事院通知 (「人事院規貝111-4(職 員の身分保障)
の運用について」(昭和 54年 12月 28日 任企-548)等 )に より、法律の規定に
より職員を降任させ、又は免職することができる場合の要件や手続の明確化が図られ

たところであること。各地方公共団体においては、こうした国における取組の内容を

踏まえ、適切に対応されたいこと。

なお、本年 4月 に発出された「勤務成績の著しく不良な職員に対する改善措置等に
ついて」 (平成 26年 4月 25日 付け総人恩総第 335号総務省人事 恩給局長通知 )
等についても、併せて参考にされたいこと。

(4)人材育成
ア 人事評価制度を通じて、職員に期待する人材像を明らかにするように努めるとと
もに、自己申告、目標設定、面談や評価結果の開示などの過程を通じて、職員が自

らの職務行動を振り返ることにより、効果的、主体的な能力開発につながるように

努めること。

イ 管理・監督職たる評価者にとつては、評価者訓練が能力開発の機会となるととも
に、評価者としての責任を担つて評価を行 うこと自体がマネジメント能力を向上さ

せることとなることを、十分認識させるよう努めること。

ウ 能力評価の評価項目や評価結果については、職員の能力開発への取組として、研
修プログラムの設定、改善などに活用するとともに、評価結果に基づき各職員の得

意分野の能力向上や弱点克服のための研修受講を促すなどの活用に努めること。
工 人事評価制度を各地方公共団体の人材育成に関する基本方針に位置付け、体系的
な能力開発に努めることが望ましいこと



6 人事評価に係る地方公共団体の長への協議 (第 23条の 2第 3項関係)
人事評価に関し必要な事項を定める際の地方公共団体の長への協議は、各任命権者に
おける人事管理の均衡を図る観点から行われるものであり、協議事項としては、人事評
価の項目や評価基準、評価期間、評価の手続き、記録の作成・保管などが想定されてい

ること。

7 人事評価の実施に関する人事委員会の勧告 (第 23条の 4関係 )
人事委員会を設置する団体においては、長の協議による任命権者相互間の調整とは別
に、人事行政に関する専門的行政機関として人事管理全般について専門的、技術的知見
を有する人事委員会に人事評価についての勧告権を付与しているが、これは人事評価の

公正な実施と人事管理の基礎として活用する趣旨の徹底を図ろうとするものであるこ

と。

8 等級別基準職務表及び等級等ごとの職員の数の公表 (第 25条及び第 58条の 3関係 )
等級別基準職務表及び等級等ごとの職員の数の公表に係る運用については、別途通知

することを予定しているので、留意されたいこと。

9 降給 (第 27条第 2項、第 28条第 3項関係 )
地公法第 15条の 2において、「降任」を「職員をその職員が現に任命されている職
より下位の職制上の段階に属する職員の職に任命すること」と定義したことに伴い、従

来、解釈上降任に該当すると解されてきた「降任」を伴わない「降格」 (職員の意に反

して、当該職員の職務の級を同一の給料表の下位の職務の級に変更すること。例えば、

5級の課長補佐から4級の課長補佐に変更することをいう。以下同じ。)については、「降
給」 (地公法第 27条第 2項に規定する降給をいう。以下同じ。)に該当することとなる
こと。また、「降号」 (職員の意に反して、当該職員の号給を同一の職務の級の下位の号

給に変更することをいう。以下同じ。)については、従前どおり「降給」に該当するも
のであること。

なお、国においては、平成 19年の国公法等の一部改正に伴い新たに人事院規則 11
-10(職 員の降給)が制定されたことを踏まえ、降給に関する条例を定めるに当たっ
ては、別紙 2を参考にされたいこと。



(別紙 1)

標準職務遂行能力について

(一般行政職 )

部

長

一 倫理
全体の奉仕者として、高い倫理感を有し、部の重要課題に責任を持

つて取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行する

ことができる。

二 構想
所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見通しつつ、住民
の視点に立って、部の重要課題について基本的な方針を示すことが

できる。

三 判断
部の責任者として、その重要課題について、豊富な知識 。経験及び

情報に基づき、冷静かつ迅速な判断を行 うことができる。

四 説明・調整
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織方針の実現に向

け、上司を助け、困難な調整を行い、合意を形成することができる。

五 業務運営 住民の視点に立ち、不断の業務見直しに率先して取り組むことがで

きる。

六 組織統率 指導力を発揮し、部下の統率を行い、成果を挙げることができる。

課

長

一 倫理
全体の奉仕者として、高い倫理感を有し、課の課題に責任を持って

取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行すること

ができる。

二 構想
所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、住民の視点に立って、行

政課題に対応するための方針を示すことができる。

三 判断 課の責任者として、適切な判断を行うことができる。

四 説明・調整
所管行政について適切な説明を行 うとともに、組織方針の実現に向

け、関係者と調整を行い、合意を形成することができる。

五 業務運営 コス ト意識を持つて効率的に業務を進めることができる。

六 組織統率・
人材育成

適切に業務を配分した上、進捗管理及び的確な指示を行い、成果を

挙げるとともに、部下の指導。育成を行うことができる。

室

長

一 倫理
全体の奉仕者として、担当業務の課題に責任を持つて取り組むとと

もに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

二 企画・立案
組織方針に基づき、行政ニーズを踏まえ、課題を的確に把握し、施

策の企画・立案を行うことができる。

三 判断 担当業務の責任者として、適切な判断を行 うことができる。

四 説明・調整
担当する事案について適切な説明を行うとともに、関係者と調整を

行い、合意を形成することができる。

工 業務運営 コス ト意識を持って効率的に業務を進めることができる。

六 組織統率 。
人材育成

適切に業務を配分した上、進捗管理及び的確な指示を行い、成果を

挙げるとともに、部下の指導・育成を行うことができる。



課

長

補

佐

一 倫理
全体の奉仕者として、

に取り組むとともに、

とができる。

担当業務の第一線において責任を持って課題

服務規律を遵守し、公正に職務を遂行するこ

二 企画・立案、
事務事業の実

施

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や事務事業の実施

の実務の中核を担うことができる。

三 判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行 うことができる。

四 説明・調整
担当する事案について論理的な説明を行うとともに、関係者と粘 り

強く調整を行うことができる。

五 業務遂行 段取りや手順を整え、効率的に業務を進めることができる。
六  部 下の育
成・活用

部下の指導、育成及び活用を行 うことができる。

係

長

一 倫理
全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むとともに、服務

規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

二 課題対応
担当業務に必要な専門的知識 。技術を習得し、問題点を的確に把握

し、課題に対応することができる。

三 協調性 上司・部下等と協力的な関係を構築することができる。

四 説明 担当する事案について分かりやすい説明を行 うことができる。

工 業務遂行
計画的に業務を進め、担当業務全体のチェックを行い、確実に業務

を遂行することができる。

係

員

― 倫理
全体の奉仕者として、責任を持つて業務に取り組むとともに、服務

規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。
二 知識 。技術 業務に必要な知識・技術を習得することができる。
三  コミュニケ
ー シ ョン

上司。同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとることがで

きる。

四 業務遂行 意欲的に業務に取り組むことができる。



地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
　
新
旧
対
照
条
文

○

地
方
公
務
員
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）

【
第

一
条
関
係
】

第

一
章

・
第

二
章

　

（
略
）

第

二
章
　
職
員

に
適

用
さ
れ
る
基
準

第

一
節

・
第

二
節

　

（
略
）

第
二
節
　
人
事
評
価

（第
二
十
二
条
―
第

二
十
三
条

の
四
）

第
四
節
～
第
五
節

　

（略
）

第
六
節
　
服
務

（第
二
十
条
―
第
二
十
人
条
）

第
六
節

の
二
　
退
職
管
理

（第
二
十
人
条

の
二
―
第
二
十
人

条

の
七
）

第
七
節
　
研
修

（第
二
十
九
条

。
第
四
十
条
）

第
人
節

・
第
九
節

　

（略
）

第
四
章

　

（略
）

第
五
章
　
罰
則

（第
六
十
条
―
第
六
十
五
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（
こ
の
法
律

の
目
的
）

第

一
条
　
，）
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体

の
人
事
機
関
並
び
に
地

方
公
務
員

の
任
用
、
人
事
評
価
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の

勤
務
条
件
、
休
業
、
分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
、
退
職
管
理
、
研

修
、
福
祉
及
び
利
益

の
保
護
並
び
に
団
体
等
人
事
行
政
に
関
す

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

第

一
章

。
第

二
章

　

（
略
）

第

二
章
　
職
員

に
適
用
さ

れ
る
基
準

第

一
節

・
第

二
節

　

（
略
）

第
二
節
　
職
階
制

（第

二
十
二
条
）

第

四
節
～
第
五
節

　

（略
）

第

六
節

服
務

（
第

二
十
条
―

第

二
十
人
条
〉

第
七
節
　
研
修
及
び
勤
務
成
績

の
評
定

（第
二
十
九
条

・
第

四
十
条
）

第
人
節

。
第
九
節

　

（略
）

第

四
章

　

（略
）

第
二
章
　
罰
則

（第
六
十
条
―
第
六
十
二
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（
こ
の
法
律

の
目
的
）

第

一
条
　

）ヽ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体

の
人
事
機
関
並
び
に
地

方
公
務
員

の
任
用
、
職
階
制
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤

務
条
件
、
休
業
、
分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
、
研
修
及
び
勤
務
成

績

の
評
定
、
福
祉
及
び
利
益

の
保
護
並
び
に
団
体
等
人
事
行
政

改
　
　
正
　
　
案

現

行



る
根
本
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
行

政

の
民
主
的
か

つ
能
率
的
な
運
営
並
び
に
特
定
地
方
独
立
行
政

法
人
の
事
務
及
び
事
業

の
確
実
な
実
施
を
保
障
し
、
も

つ
て
地

方
自
治

の
本
旨
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（任
命
権
者
）

第
六
条
　
地
方
公
共
団
体

の
長
、
議
会

の
議
長
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
代
表
監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
公
平

委
員
会
並
び
に
警
視
総
監
、
道
府
県
警
察
本
部
長
、
市
町
村

の

消
防
長

（特
別
区
が
連
合
し
て
維
持
す
る
消
防

の
消
防
長
を
含

む
。
）
そ
の
他
法
令

又
は
条
例
に
基
づ
く
任
命
権
者
は
、
法
律

に
特
別

の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

こ
の
法
律
並
び
に

こ
れ
に
基
づ
く
条
例
、
地
方
公
共
団
体

の
規
則
及
び
地
方
公
共

団
体

の
機
関
の
定
め
る
規
程
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員

の
任
命

、
人
事
評
価

（任
用
、
給
与
、
分
限
そ
の
他

の
人
事
管
理

の
基

礎
と
す
る
た
め
に
、
職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り

発
揮
し
た
能
力
及
び
挙
げ
た
業
績
を
把
握
し
た
上
で
行
わ
れ
る

勤
務
成
績

の
評
価
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
休
職
、
免
職
及

び
懲
戒
等
を
行
う
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２

　

（略
）

（
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会

の
設
置
）

第
七
条

　

（略
）

２

ｏ
３

　

（略
）

４
　
公
平
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
は
、
議
会

の
議
決
を
経

て
定
め
る
規
約
に
よ
り
、
公
平
委
員
会
を
置
く
他

の
地
方
公
共

団
体
と
共
同
し
て
公
平
委
員
会
を
置
き
、

又
は
他

の
地
方
公
共

団
体

の
人
事
委
員
会
に
委
託
し
て
次
条
第
二
項

に
規
定
す
る
公

平
委
員
会

の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
関
す
る
根
本
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体

の
行
政

の
民
主
的
か

つ
能
率
的
な
運
営
並
び
に
特
定
地
方
独

立
行
政
法
人
の
事
務
及
び
事
業

の
確
実
な
実
施
を
保
障
し
、
も

つ
て
地
方
自
治

の
本
旨

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（任
命
権
者
）

第
六
条
　
地
方
公
共
団
体

の
長
、
議
会

の
議
長
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
代
表
監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
公
平

´
委
員
会
並
び
に
警
視
総
監
、
道
府
県
警
察
本
部
長
、
市
町
村

の

消
防
長

（特
別
区
が
連
合
し
て
維
持
す
る
消
防

の
消
防
長
を
含

む
。
）
そ
の
他
法
令

又
は
条
例
に
基
づ
く
任
命
権
者
は
、
法
律

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

こ
の
法
律
並
び
に

こ
れ
に
基
づ
く
条
例
、
地
方
公
共
団
体

の
規
則
及
び
地
方
公
共

団
体

の
機
関

の
定
め
る
規
程
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員

の
任
命

、
休
職
、
免
職
及
び
懲
戒
等
を
行
う
権
限
を
有
す

る
も

の
と
す

Ｚ
つ

。

２

　

（略
）

（
人
事
委
員
会

又
は
公
平
委
員
会

の
設
置
）

第
七
条

　

（略
）

２

・
３

　

（略
）

４
　
公
平
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
は
、
議
会

の
議
決
を
経

て
定
め
る
規
約
に
よ
り
、
公
平
委
員
会
を
置
く
他

の
地
方
公
共

団
体
と
共
同
し
て
公
平
委
員
会
を
置
き
、

又
は
他

の
地
方
公
共

団
体

の
人
事
委
員
会
に
委
託
し
て
第
人
条
第
二
項
に
規
定
す
る

公
平
委
員
会

の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



一第
｛
級
（ 事』
讐
禁
取
舗
は
平
矮
暉
騰
¨
魏
報
が
を
処
理
す
る
。

一
一　
月
割
訓
側
＝
制
引
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
、
研

修
、
厚
生
福
利
制
度
そ
の
他
職
員
に
関
す

る
制
度
に

つ
い
て

絶
え
ず
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
地
方
公
共
団
体

の
議
会

若
し
く
は
長
又
は
任
命
権
者
に
提
出
す

る
こ
と
。

三
～
六

　

（略
）

七
　
削
除

人
～
十
二

　

（略
）

２
～
９
　
　
（略
）

（公
平
委
員
会

の
権
限

の
特
例
等
）

第
九
条

　

（略
）

２
　
前
項

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
た
公
平
委
員
会

（
以
下

「競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員

会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
第
七
条
第

四
項

の
規
定

の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中

「
公
平
委
員
会
を

置
く
地
方
公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は

「競
争
試
験
等
を
行
う
公

平
委
員
会

（第
九
条
第

二
項
に
規
定
す
る
競
争
試
験
等
を
行
う

公
平
委
員
会
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
置

く
地
方
公
共
団
体
」
と
、

「、
公
平
委
員
会
」
と
あ
る
の
は

「

、
競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員
会
」
と
、

「
公
平
委
員
会
を

曜
は
Ｆ
阪
――ま
他

の
地
方
公
共
団
体

の
人
事
委
員
会
に
委
託
し
て

次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
平
委
員
会

の
事
務
を
処
理
さ
せ
る

」
と
あ
る
の
は

「競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員
会
を
置
く
」

と
す
る
。

３

　

（略
）

（
人
事
委
員
会

又
は
公
平
委
員
会

の
権
限
）

第
八
条
　
人
事
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

一
　

（略
）

二
‐
降
ト
ド
慟
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
、
研
修
測
倒
到
冽

成
績

の
評
定
、
厚
生
福
利
制
度
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
制
度

に

つ
い
て
絶
え
ず
研
究
を
行

い
、
そ

の
成
果
を
地
方
公
共
団

体

の
議
会
若
し
く
は
長
又
は
任
命
権
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

三
～
六

　

（略
）

「
‐
団
口
制

―こ―
劃
引
劉
訓
可
日
到
刹
ｕ
ｌ
測
ｄ
剥
刑
引
ｄ

こｌ
ｄ

八
～
十
二

　

（略
）

２
～
９
　
　
（略
）

（
公
平
委
員
会

の
権
限

の
特
例
等
）

第
九
条

　

（略
）

２
　
前
項

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
た
公
平
委
員
会

（
以
下

「競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員

会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
第
七
条
第

四
項

の
規
定

の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中

「
公
平
委
員
会
を

置
く
地
方
公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は

「
競
争
試
験
等
を
行
う
公

平
委
員
会

（第
九
条
第

二
項
に
規
定
す

る
競
争
試
験
等
を
行
う

公
平
委
員
会
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
置

く
地
方
公
共
団
体
」
と
、

「、
公
平
委
員
会
」
と
あ
る
の
は

「

、
競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員
会
」
と
、

「
公
平
委
員
会
を

障
障
ド
阪
――ま
他

の
地
方
公
共
団
体

の
人
事
委
員
会
に
委
託
し
て

第
人
条
第

二
項
に
規
定
す
る
公
平
委
員
会

の
事
務
を
処
理
さ
せ

る
」
と
あ
る
の
は

「競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員
会
を
置
く

」
と
す

る
。

（略
）



（
人
事
委
員
会

又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
）

第
九
条

の
二

　

（略
）

２

　

（略
）

３
　
第
十
六
条
第

二
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号

の

一
に
該
当

す
る
者
又
は
劉
利
刊
劉
瑚
割
馴
利
利
刊
ヨ
劉
劃
司
に
規
定
す
る
罪

を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な

Ｌ
Ｖ

４
～

１
２

　

（略
）

第
三
章
　
職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準

第
二
節
　
任
用

（任
用
の
根
本
基
準
）

第
十
五
条
　
職
員

の
任
用
は
、

こ
の
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

“
、
受
験
成
績
、
人
事
評
価
そ
の
他

の
能
力

の
実
証
に
基
づ

い

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（定
義
）

×
申
勇
輪
調
鋼
昭
調
目

一‐

目

団
昴

劉

ヨ

冒

網

目

創

到

劇

日

劉

倒

「

１

制

「

こ
と
を

い
う

三
|

命

さ

（
人
事
委
員
会

又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
）

第

九
条

の
二
　

　

（
略
）

２

　

（
略
）

３す碑科
黙麟霧
五‐二翡
げ勝た鰐猪れな狙嚇肛喘̈
せ一強滋製

者
は
、
委
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

４
～
１
２

　

パ
略
）

第
二
章
　
職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準

第

二
節
　
任
用

（
任
用

の
根
本
基
準
）

第
十
五
条
　
職
員

の
任
用
は
、
こ
の
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
受
験
成
績
、
勤
務
成
績
そ
の
他

の
能
力

の
実
証
に
基

い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（新
設
）



四
|コ

　
州
鋼
劉
列
召
句
創
刻
　
馴
剣
割
矧
調
卿
Ｊ
囲
珊
潤
創
ヨ

職
制
上
の
段
階
の
標
準‐
倒
司
団

（
‐

□
Π
回
目
剛
刊
馴
計
ｕ
ｄ

の
‐
聾
勤
射
御
乱
■

国
圏
団
□
Ч
到
測
知
利
劇
矧
針
＝
＝
針
郵
尉

′

′

‐

（欠
格
条
項
）

第
十
六
条
　
次

の
各
号
の
嘲
劇
利
洲

―こ―
該
当
す
る
者

は
、
条
例
で

定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
職
員
と
な
り
、
又
は
競
争
試
験
若

し
く
は
選
考
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
　

（略
）

一
一　
禁
錮
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

〓
一

（略
）

四剣私作森瀬峰叙和粋♯雑韻辛
い経銀̈
翻難あれ瞑肛

に
処
せ
ら
れ
た
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

五

　

（略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（任
命
の
方
法
）

第
十
七
条
　
職
員
の
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
任

命
権
者
は
、
採
用
、
昇
任
、
降
任
又
は
転
任
の
嘲
劇
刑
洲

の‐
方

務
笏
陶
明
り
ぁ

（欠
格
条
項
）

第
十
六
条
　
次

の
各
号

の
「

―こ‐
該
当
す
る
者
は
、
条
例

で
定
め
る

場
合
を
除
く
ほ
か
、
職
員
と
な
り
、
又
は
競
争
試
験
若
し
く
は

選
考
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

一　
ヒ

ニ
　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

〓
一

（略
）

四
‐
仄
卜
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
委
員
の
職
に
あ

つ
て
、

第
五
章
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

工

　

（略
）

（任
命
の
方
法
）

第
十
七
条
　
職
員
の
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
任

命
権
者
は
、
採
用
、
昇
任
、
降
任
又
は
転
任
の
呵
劇
河
洲

一‐

の‐



法
に
よ
り
、
職
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
人
博
倭
隕

会

（競
争
試
験
等
を
行
う
公
平
委
員
会
を
含
む
。

以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
は
、
人
事
委
員
会
は
、
前
項

の
任
命

の
方
法

の
う
ち

の
い

ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
の

一
般
的
基
準
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（削
る
）

（
削

る
）

（
削

る
）

Ｊ

翻

刻

日

「

方
法
に
よ
り
、
職
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　

人
事

委

員

会

（
競

争

試

験

降
睦

特

う

公

平
委

員

会

を
含

む
。

以
下
こ
の
条
か
勧
悧
引
刑
コ
翻
刊
刊
劉
∃
刊
判
刻
測
洲
剣
ヨ
刊

二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は

、
人
事
委
員
会
は
、
前
項
の
任
命
の
方
法
の
う
ち
の
い
ず
れ
に

よ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の

一
般
的
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

フハυ。
お
い
て
は
、
［旧
同
旧
同
円
団
同
川
馴
「
剣
刊
川
刹
１
剃
刊
刑
刹

医
隣
厚
門
困
日
「
卿
司
割
劉
Ｊ

に
な

つ
て
あ

る
間
‐―こ‐
―つ―
州
「
州
川
馴
劇
洲
１
瑚
制
剥
ｕ
劇

―ま―
ゴ

圏
回
団
囲
図
固
目
園
―の‐
湖
洲

―こ―
馴
ｄ
射
刺
劇

―ま―‥
過‐‐
員‐‥
―こ‐
劃

り‐‐
そ―；

（新

設
）



２‐

３‐
　
川
割
劉
劇
到

（
―
川
割
到
劇
到
ｄ
日
洲
司
州
珂
川
洲
剥
劇
因
―こ―

到
嘲
「
―ま―
＝
倒
倒
日
剖
ｄ
引
劉
「
劇
「
こ―
の‐
創
―こ‐
剥
可
「

「
―
川

割
劉
劇
到
割
「
ｄ
州
列
１
「
―ま１
１
コ
到
倒
刑
―こ―
＝
つ―
「
冽
劉
刺

―こ―
洲
州
「
州
日
刺
劇
洲
＝
馴
制
冽
ｕ
ｑ
ｌま―
劇
到
の‐
司
劇
劇
―ま―
「

鋼

電

瑠

鯛

印

制

醐

笏

側

創

ヨ

剰

別

ｇ

翻

刻

ロ

ヨ

鮒

釧

斜

罰

ｕ

ｇ

利

∃

翻

引

剛

ヨ

劇

「

引

「

（試
験
機
関
）

第
十
八
条
　
列
刑

の‐
測
司

の‐
例
制
訓
劇

（
―
劇
「

「
―
図
刑
訓
制
「
ｄ

州
列
１
「
劇

―ま―
測
利

―ま―
＝
川
割
到
到
到
割
洲
伺
列

も
の
と
す
る

。
日
日
ｕ
＝
川
割
劉
劇
到
割

は
、
他

の
地
方
公
共
団
体

の
機
関

と
の
協
定
に
よ
り
こ
れ
と
共
同
し
て
、
又
は
国
若
し
く
は
他

の

地
方
公
共
団
体

の
機
関
と
の
協
定
に
よ
り
こ
れ
ら

の
機
関
に
委

託
し
て
、
採
用
試
験
又
は
選
考
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
削

る
）

（採
用
試
験
の
公
開
平
等
）

ー
剣

刷

冽

倒

刻

劉

コ

割

ヨ

劃

刊

ｄ

訓

副

刻

釧

劇

副

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

劉
∃
馴
酬
列
∃
ヨ
¶

第針凱
鋒。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅獅

関
と

の
協
定
に
よ
り
こ
れ
と
共
同
し
て
、
又
は
国
若
し
く
は
他

の
地
方
公
共
同
惨
―の
隆
関
と
の
協
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
機
関
に

委
託
し
て
、
競
争
試
験
又
は
選
考
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（新
設
）



引
副
凋
刻
倒
測
判

珈
鰊
覇
昴
趙
尚

ヨ
劉
劃
剛
副
剛
劉
目
判

21

際
慟
猾
蜆
珈
財

的
と
す
る
。

鶉

鋼

曰

鋼

η

菫

曇

日

Ｊ

日

堀

割

到

例

引

倒

劇

Ｈ

劇

国

釧

（新
設
）

引
劉
翻
鳳
判

２‐

ｄ

Ы

の‐

Ｊ

引
刻

「

―

　

　

　

　

′

′
　

′

，
１

ゴ

ー

「

β

え
オ

瀾

目

周

刻

剣

ヨ

倒

到

日

コ

創

風

ヨ

ｑ



第用‐二計
験‐一は
よ畝膳肇は昨昨
‐こ‐置メ剛し
にｕ畑郵数貼劉
』Ⅷ

試
験
ご
と
に
採
用
候
補
者
名
簿
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
採
用
候
補
者
名
簿
に
は
、
採
用
試
験
に
お
い
て
合
格
点
以
上

を
得
た
者
の
氏
名
及
び
得
点
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

４

る
場
合
に
は
、
人
事
委
員
会
は
、
他

の
最
も
適
当
な
採
用
候
補

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
を
加
え
て
提
示
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
。

５
　
前
各
項
に
定
め
る
も

の
を
除
く
ほ
か
、
測
刑
側
劉
割
劉
制

の

作
成
及
び
こ
れ
に
よ
る
採
用

の
方
法
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
選
考

に
よ
る
採
用
）

劃
盗
ヨ
司
倒
創
測

つ―
劃
劇
週
引
劉
刷
創
司
到
剰
計

ヨ

旧

判

∃

利

刊

馴

到

冽

劇

創

馴

「

コ

「

２‐

一∃
∃
Ч
刻
馴
∃
謝
測
劇
―ま―
劇
倒
劇
劉
劇
「

人
‐
ｇ
劉
到
劉

割
り
ｑ
馴
ヨ
例
煽
測
Ｊ
川
割
り
劃
引
日
¶
渕
測
「
引
馴
１

当 る
該 職
名 員
簿 の

制

上

の

段

階

の
周
□

引
矧

翻

「

国

倒

ｇ

働

劉

倒

綱

召

句

創

刻

測

洲

２
‐

際

柳

眠

賄

賭

名

簿

剰

―ま‐

列

倒

側

倒

剖

劉

制

に

は

、

採

用

試

験

微

鰍

凋

律

の‐試
徽

証

雌

¨

誼

輪

端

猟

醐

は

盪

辮

薇

号

の
氏

名

及

び

採

用

候

補

者

名

簿

コ

ーま‐

列

倒

側

硼

剖

劉

制

に

よ

る

職

員

の
図

用

又

は

昇

任

は

、

当

該

名

簿

に
同

懺

」

れ

た

者

―こ‐

つ‐

州

「

＝

測

用

し

、

又

は

昇

任

す

べ
き

者
‐
一
‐

川

―こ―

つ―

割

川

割

劉

到

刻

の‐

剣

利

採
用
候
補
者
名
簿
図
国
囲
田
口
翻
剖
劉
制
に
記
載
さ
れ
た
者

ｂ
降
峰
い
人
コ
劇
「
副
劉
測
Ⅵ
剣
剌
劇
「
州
劃
コ
司
刻
コ
コ
ｑ
糊
「
劇
幻
測
渕
４
叫

鮭
ホ

‐ま‐‐ま
＃
麒
昨
権
韻
傘

簿‐‐ま
げ
訥
詢
議
鴻
範
樹
勧
聴
潮
雛
翻
緒
埓

る

こ
と
を
妨
げ
な

い
。

５
　

前
各
項

に
定

め
る
も

の
を
除

く

ほ
か
、
日
刑
側
倒
割
引
制

の

作
成

及
び

こ
れ

に
よ
る
任
用

の
方
法

に
関

し
必
要
な
事
項

は
、

人
事
委
員
会
規
則

（
‐
冽
引
訓
到
割
日
句
列
バ
調
到
劇
剣
呵
劉
劇

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（新
設
）



３‐
　
川
割
割
到
到
制
―ま１
ｌ
ｄ
の‐
ｄ
硼
引
刷
到
の‐
瑚
―こ‐

つ―
州
ｄ
訓
刹

劉
「
珂
―こ―
別
劇
引
劉
図
刑
側
倒
剖
刻
制
洲
引
ｑ
＝
洲
つ―
＝
川
割

句
引
の‐
ョ
創
コ
冽
劃
劇
珂
引
ｄ
謝
引
引
場
倒
―こ―
到
州
劇
州
ｌ
ｄ

の‐
朝
の‐
列
刑
訓
劇
劇
―ま―
測
封
―こ―
倒
判
引
劉
回
劇
―ま―
回
の‐
川
川
洲

剥
劇
州
の‐
図
刑
訓
到
劇
―ま―
劃
制
―こ―
倒
樹
ｕ
川
劃
引
ｌ
ｄ
の‐
刺
の‐

測
矧
副
囚
Ⅲ
倒
劃
劃
司
ｄ
冽
潤
引
＝
ョ
測
釧
¶
引
到
刊

（昇
任
の
方
法
）

‥
馴
翻
日
「
川
州
到
訓
柵
捌
劇
躙
剛
ｑ
制
州
洲
コ
劉
訓
口
劇
到
ヨ
「
Ｊ
釧
剣

ｕ
Ｊ
副
劇
¶
「
到
醐
洲
副
倒
劉
剣
糊
制
＝
劇
淵
悧
判
ｑ
潮
潤
酬
劃
鋼
剛
―こ―

例
刻
劇
硼
淵
劉
凋
週
月
劃
劉
引
州
酬
劃
胡
翻
劇
馴
Ч
劃
引
川
剰
引
創
剛
―こ―

つ‐
し、‐冽
測
Ⅵ
劇
側
引
瀾
刷
列
割
倒
訓
湖
州
悧
明
釧
司
ｑ
引
月
日
川
¶
刻
Ы

の
と
す

る
。

（昇
任
試
験
又
は
選
考
の
実
施
）

ー
引

翻

∃

劇

劃

之

∃

引

副

矧

副

刑

冽

劉

酬

体‐

劇

例

ｄ

嘲

Ｊ

用

硼

剤

劉

捌

引

馴

洲

易

倒

劇

列

瘍

到

日

「

当‐

21

人
事
委
員
会
は
、
前
項

の
人
事
委
員
会
規
則
を十
日
引
劃
列
ｄ

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
任
命
権
者

の
意
見
を
聴
く
も
の

と
す
る
。

31４‐

剃
刊
川
刹
洲
引
剃
コ
引
「
刹
劃
「
の‐
例
劇
―ま１
１
剃

一‐
剰
の‐
創

司
Ч
引
創
習
到
劃
綱
罰
劇
劉
刹
姻
コ
創
己
副
月
調
ｄ
鋼
劇

験

の
資
格
を
有
す
る
全
て
の
国
民
」
と
あ
る
の
は

「指
定
す
る

」
と

い
う
。
）

又
は
選
考
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（新
設
）

（新
設
）



51

（降
任
及
び
転
任
の
方
法
）

２‐
　
団
月
の‐
剣
倒
―ま１
１
倒
剣
日
剖
洲
１
馴
月
の‐
刃
割
訓
側
ｄ
の‐
回

の‐
調
刻
の‐
剣
訓
―こ―
ヨ
づ
剖
＝
倒
剣
ｕ
劃
列
日
引
劉
川
の‐
周
刊
ｄ

団
制
コ
の‐
劇
円
の‐
園
判
倒
劃
馴
―こ―
例
劉
棚
判
馴
利
ｄ
句
制
刻
劇

ｑ
判
引
¶
刊
Ⅵ
割
劇
引

る‐
劇
―こ‐
「
日
州
Ｕ
測
馴
創
樹
ｄ
ｄ

謝
劇
引
利
劉
剖
の‐
引
洲
引
句
列
Ы
の‐
ｄ
引
ｄ
ｌ

（条
件
付
採
用
及
び
臨
時
的
任
‐別
「

第
二
十
二
条
　
臨
時
的
任
用
又
は
非
常
勤
職
員
の
任
用
の
場
合
を

除
き
、
職
員
の
採
用
は
、
全
て
条
件
付

の
も
の
と
し
、
そ
の
職

員
が
そ
の
職
に
お
い
て
六
月
を
勤
務
し
、
そ
の
間
そ
の
職
務
を

良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
に
正
式
採
用
に
な
る
も
の
と
す

靱
鋼
曰
鋼
馴
吻
熙
珊
膨

鋼
詢
詔
羽
湘
鋼
Ⅷ
剰
綱
目

劉
刀
劉
珊
引
コ
「
刻
謝
ヨ
到
劃
倒
剰
∃
凋

［
酬
趾
珊
躙
尚
蟄
鋼
醐

Ｊ

邸

剃

ヨ

コ

判

り

測

測

劉

川

到

到

卸

「

訓

冒

司

到

劉

と―

劃

響

劉

創

洲

引

硼

「

嘲

当
‐

ポ

響

司

劉

罰

引

Я

倒

劃

月

ｇ

瓢

劃

到

割

Ｊ

馴

口

剤

馴

引

刷

ｇ

鼎

劉

酬

Ｊ

剣

日

□

剰

醐

劃

翻

月

ｇ

綱

馴

國

劉

引

冽

釧

副

創

Ｕ

引

引

例

到

翻

「

馴

州

剖

目

司

引

日

訓

ヨ

引

刷

引

剰

引

る
も
の
と
す
る
。

（新
設
）

（条
件
附
採
用
及
び
‐同
引
呵
倒
刑
「

第
二
十
二
条

　

臨
時
的
任
用
又
は
非
常
勤
職
員
の
任
用
の
場
合

を
除
き
、
職
員
の
採
用
は
、
「
州
「
刹
州
酬

の
も
の
と
し
、
そ

の
職
員
が
そ
の
職
に
お
い
て
六
月
を
勤
務
し
、
そ
の
間
そ
の
職

務
を
良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
に
正
式
採
用
に
な
る
も
の



が̈順初場鈴は熟いまざ馴調「引
こ会‐日Ｍ一謝釧『列刑

‐者は、獲
‐事員始競鋼承脚働訟は綱椰ユ猫い貞知一難諭嫌

場

合

、

臨

時

の
職

に
関

す

る
場

陰
‐又
は
列

刑

側

樹

劃

劉

制

（
―

剃

教帥鵜綸叶
肺師
“廠には陣膳額確̈
球翻漫鶴まゲ「
一

］̈』れ一獅こえ‐て叶叶̈
拙榊呻Ｔ以縛奉韻産̈
課綿蛯鴇

３
～
７

　

（略
）

罰

拿

―

第

二
十

三
条

な

ら

な

い
。

２‐

服
け賭げな
つ暢齢難
秘か
“じ瓢月綱引目
湘ざ調釧『測

３
～

７

　

（
略
）

罰

鮒

　

　

　

　

　

一

21３‐Ｉ
Л
回
困
剛
旧
目
刷
劉
コ
∃
刻



刹
当
副
司
ｇ
硼
■

３
『

定
‐
列
Ｕ
国
笏
引
剰
冽
剛
司
闘
到
＝
＝

２‐
　
川
劃
割
湘
州
副
測
Л
判
到
列
劇

こ―
副
Л
刻
ｙ
副
到
到
刊
年
Ч

閤
日
回
圏
日
側
測
倒
詞
引
罰
割
Я
司
当
副

州
劃
Ｊ
Ｊ
剰
到
ヨ
「

任‐
剣
野
刷
劇
射
「

（人
事
評
価
に
基
づ
く‐調
日
「

‥
創

日

刺

沼

冒

日

∃

劃

川

州

劉

剣

＝

（
人

事

評

価

に

関

す

る‐
劉

剖

「

６‐７‐
‐
因
同
日
園
円
国
日
固
同
日
団
回
の‐
刺
の‐
硼
州
引
割
劃
ｕ
ｌ
冽

嗣

曰

閣

日

『

劇

射

射

勲

冽

鮒

針

村

ヽ

８‐

剛

劉

馴
引
利
刊
月
到

判
「

倒
割

剥

ヨ
副

―ヽ
‐
市

斗

Ｊ

一飢卦

到

閣
柵
日
旧
田
同
型
郷
劉
馴
日
劉
勁
劇
Ｊ
●
劉

９‐
（新

設
）

（新
設
）



胴
酬
炒
涎
錮
調
勁
「
君
制

第

四
節

　
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他

の
勤
務
条
件

（
給
与
、
勤
務
時

間
そ

の
他

の
勤
務
条
件

の
根
本
基
準
）

第

二
十
四
条

　

（略
）

（
削

る
）

２

　

（
略
）

３

　

（略
）

４

　

（
略
）

５

　

（略
）

洲

期

国

∃

劇

副

倒

剣

刷

刻

剛

第
二
十
五
条
　
職
員
の
給
与
は
、
訓
劉
剃
コ
珂
の
規
定
に
よ
る
給

卜
‐―こ
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
１

ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
か
ず
に
は
、

い
か
な
る
金
銭
又
は
有
価
物

も
職
員
に
支
給
し
て
は
な
ら
な

い
。

２

　

（略
）

３
　
給
与
に
関
す
る
条
例
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
定
す
る

も
の
と
す
る
。

（新
設
）

第
四
節
　
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件

（給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件

の
根
本
基
準
）

第

二
十
四
条
　
職
員

の
給
与
は
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２‐３
　
職
員

の
給
与
は
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び
他

の
地
方
公
共
団

体

の
職
員
並
び
に
民
間
事
業

の
従
事
者

の
給
与
そ
の
他

の
事
情

を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
職
員
は
、
他

の
職
員

の
職
を
兼
ね
る
場
合

に
お
い
て
も
、
こ

れ
に
対
し
て
給
与
を
受
け
て
は
な
ら
な

い
。

５
　
職
員

の
勤
務
時
間
そ
の
他
職
員

の
給
与
以
外

の
勤
務
条
件
を

定
め
る
に
当

つ
て
は
、
国
及
び
他

の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
と

の
間
に
権
衡
を
失
し
な

い
よ
う
に
適
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

６
定
動
韻
物
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
は
、
条
例
で

潤

「

国

劉

到

列

測

劉

畑

司

劉

例

第

二
十
五
条

　

職
員

の
給
与
は
、
訓
劉
剣
利
剰

の
規
定
に
よ
る

船
卜

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、

又
、
こ
れ
に
基
づ
か
ず
に
は
、
い
か
な
る
金
銭
又
は
有
価
物

も
職
員
に
支
給
し
て
は
な
ら
な

い
。

２

　

（略
）

３
　
給
与
に
関
す
る
条
例
に
は
、
列

の‐
事
項
を
規
定
す
る
も

の
と

す
る
。



一
　

（略
）

コ
　
割
例
別
ヨ
到
刷
利
劃

〓
一　
昇
給
の
基
準
に
関
す
る
事
項

馴
　
嘲
割
州
翻
到
劉
ヨ
副
∃
劃
司
馴
冽
刹
劃
副
烈
川
Ⅷ
馴
劉
列
刊
判

に
関
す
る
事
項

コ
て
は
、
当
該
手
当
に
関
す
る
事
項

エハ
　
非
常
勤
職
員
の
職
そ
の
他
勤
務
条
件
の
特
別
な
職
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
行
う
給
与
の
調
整
に
関
す
る
事

項（削
る
）

七

　

（略
）

４‐５‐

第
二
節
　
分
限
及
び
懲
戒

（降
任
、
免
職
、
休
職
等
）

第

　

　

一

又
は
免
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

．　

一
　

給
料
表

（新
設
）

一
一　
昇
給
の
基
準
に
関
す
る
事
項

ヨ
　
嘲
司
州
釧
利
＝
測
劃
釧
利
測
洲
閑
劇
釧
冽

―こ―
川
引
ｄ
糾
引

に
関
す
る
事
項

回
　
州
酬
翻
翻
酬
酬
劉
劃
回
凶
倒
判
ｄ

の‐
刷
目
劃
御
劉
劉
列
ｑ
刈
引

コ
「
剖
ｄ
バ
綱
引
ｄ
馴
劇

の‐
刺

そ
の
他
勤
務
条
件
の
特
別
な
職

が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
行
う
給
与
の
調
整
に
関

す
る
事
項

利
　
瑚
薗
翻
期
劃
悧
劉
引
創
判
冽
到
川
酬
硼
川
コ
測
躙
劇
『
ｌ
ｄ
の‐

団
――こ―
刺
口
制
洲
川
劇
ｄ
週
刑
劃
測
ｄ
場
ｄ

の‐
細
引

―こ―
劇
引
劉

事
項

七

　

（
略
）

４‐５‐

ぃ
。　
　
第
五
節
　
分
限
及
び
懲
戒

（降
任
、
免
職
、
休
職
等
）

第
二
十
人
条
　
職
員
が
、
日
の‐川
引
コ
「
コ
躙
Й
判
「
到
場
創
―こ―
剥

引

こ て‐

と‐ま‐

だ
）
詢
鎌
７
反
し
て
、

こ
れ
を
降
任
し
、

又
は
免
職
す

一



「

川
割
訓
側
劇

―ま―
釧
利

の‐
測
測
覆
利
引
割
剣
―こ―
劇
引
ｕ
ｄ
ｌ

勤
務
実
績
が
よ
く
な
い
場
合

一
一

（略
）

〓
一　
前
二
号
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
職
に
必
要
な
適

格
性
を
欠
く
場
合

四

　

（略
）

２
～
４
　

（略
）

（営
利
萄
剥
利

の‐
剤
劉
コ
コ
Ⅶ
馴
日
「

第
二
十
人
条
　
職
員
は
、
任
命
権
者

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

商
業
、
工
業
又
は
金
融
業
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
す
る
私
企
業

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第

一
項
に
お
い
て

「営
利
企
業
」
と

い
う
。
）
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
そ
の
他

の
団
体

の

役
員
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則

（
人
事
委
員
会
を
置
か
な

い
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

の
規
則
）
で
定
め

る
地
位
を
兼
ね
、
若
し
く
は
自
ら
営
利
企
業
を
営
み
、
又
は
報

酬
を
得
て
い
か
な
る
事
業
若
し
く
は
事
務
に
も
従
事
し
て
は
な

ら
な

い
。

２

　

（略
）第

六
節

の
二
　

退
職
管

理

（再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

ー
州
列
刑
刺
司
引

の‐
団
劇
冽
酬
州
制
釧
劇
劇

（
―
剃

二‐
刊

ノ、‐
刻

の‐
コ

第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く

。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
、
第
六
十
条
及
び
第
六
十
三
条
に

お
い
て
同
じ
。
）

で
あ

つ
た
者

で
あ

つ
て
離
職
後
に
営
利
企
業

等

（営
利
企
業
及
び
営
利
企
業
以
外

の
法
人

（
国
、
国
際
機
関

、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法

（
平
成
十

一
年
法

「
　
釧
冽
剣
同
洲
劇
ｑ
引
州
場
劉

一
一
　

（略
）

〓
一　
前
二
号
に
規
定
す
る
場
合

の
外
、
そ
の
職
に
必
要
な
適
格

性
を
欠
く
場
合

四

　

（略
）

２
～
４
　

（略
）

川
到
引
悧
劃
「
粕
当
副
劇
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

第
二
十
八
条
　
職
員
は
、
任
命
権
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社

営
利
を
目
的
Ｌ
す

る
私
企
業

を
営

む

こ
と
を
目
的
と

そ
の
他

の
団
体

の
役
員
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則

（
人
事
委
員

会
を
置
か
な

い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
脚
防
膝
供
旧
勝

の
規
則
）
で
定
め
る
地
位
を
兼
ね
、
若
し
く
は
自
ら
営
利
を
目

的
Ｌ
す
る

私
企
業

を
営
み
、
又
は
報
酬
を
得
て
い
か
な
る
事
業

若
し
く
は
事
務

に
も
従
事
し
て
は
な
ら
な

い
。

（略
）

（新
設
）


